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令
和
３
年
度
は
新
１
年
生
８
名

が
入
学
し
、
全
校
生
徒
26
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 
 

令
和
３
年
度
も
年
度
始
め
か
ら

「
緊
急
事
態
宣
言
」
「
ま
ん
延
防

止
等
対
策
措
置
法
」
な
ど
の
発
令

に
よ
り
、
昨
年
度
と
同
様
に
４
月

初
日
か
ら
帰
寮
・
入
寮
し
た
生
徒

は
と
り
あ
え
ず
２
週
間
、
寮
の
自

室
で
健
康
観
察
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
間
、
他

の
部
屋
と
の
行
き
来
は
禁
止
。
時

間
差
を
つ
け
て
分
散
し
て
の
食
事
。

寮
外
へ
の
外
出
規
制
、
毎
日
二
度

の
検
温
な
ど
、
非
常
に
制
約
さ
れ

た
中
で
の
生
活
で
し
た
。 

 

昨
年
度
と
は
違
い
、
年
度
初
め

か
ら
通
常
の
学
習
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
が
出
来
、
都
会
で
は
味
わ

え
な
い
心
地
よ
い
風
、
済
み
き
っ

た
水
の
音
、
雄
大
な
山
々
な
ど
日

高
の
大
自
然
か
ら
人
と
し
て
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
貰
い
受
け
な
が
ら
学

ぶ
こ
と
が
可
能
で
し
た
。
例
年
７

月
に
行
わ
れ
、
生
徒
や
保
護
者
等

の
皆
様
、
地
域
の
方
々
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
「
こ
も
れ
び
祭
」
も 

昨
年
度
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か 

っ
た
の
で
す
が
、
今
年
度
は
例
年

よ
り
も
日
程
を
短
縮
し
て
７
月
10 

日
（
土
）
の
午
前
中
に
「
山
岳
太

鼓
」
や
「
ゲ
ー
ム
大
会
」
な
ど
日

高
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
々
に
披

露
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

保
護
者
の
皆
様
に
は
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
生
徒
達
は
地
域
の
方
々
に
見

て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
達
成
感
と

充
実
感
を
得
て
い
た
よ
う
で
し
た
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
何
と

か
１
学
期
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
も
、
保
護
者
等
の
皆
様
、
日

高
町
教
育
委
員
会
、
教
職
員
の
ご

支
援
と
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

だ
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
感
謝
申 

し
上
げ
ま
す
。 

 
 

こ
れ
か
ら
、
27
日
間
の
夏
季
長

期
休
業
（
夏
休
み
）
と
な
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
達
は
二
回
の

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
を
終
え
て
お

り
ま
す
が
、 

 
 

感
染
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
重
症

化
す
る
リ
ス
ク
が
減
少
し
た
だ
け

で
す
の
で
、
生
活
面
に
お
い
て
は
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

対

策

）

を

遵

守

し

た

行

動

の 

指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

お
子
様
の
大
き
く
成
長
し
た
姿

を
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、 

 
 

教
頭 

久
慈 

盛
政 

校内生活体験発表大会 結果 

 最優秀賞    矢田 眞白（２年） 「私のプライド」 
 
 優秀賞      宇部 純成（３年） 「日高高校と成長」 
 
 振興会長賞   松澤 隆英（２年） 「1年での変化」 
 
 努力賞      谷藤 飛翔（３年） 「3年間を振り返って」 

 
入賞者は8/27（金）に帯広で行われる日勝地区大会に出場します！ 

お
子
様
に
沢
山
の
愛
情
を
注
が
れ
、

２
学
期
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
電

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

今
後
も
家
庭
、
地
域
、
学
校
が
協

力
し
て
未
来
有
望
な
生
徒
達
の
成
長

の
た
め
に
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
、
１
学
期
最
後
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

す
で
に
ご
承
知
か
と
思
い
ま
す

が
、
い
じ
め
の
定
義
に
つ
き
ま
し

て
は
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

の
施
行
に
伴
い
、
平
成
二
十
五
年

度
か
ら
以
下
の
と
お
り
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。
『
「
い
じ
め
」
と
は
、

「
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
当
該
児

童
生
徒
が
在
籍
す
る
学
校
に
在
籍

し
て
い
る
等
当
該
児
童
生
徒
と
一

定
の
人
的
関
係
の
あ
る
他
の
児
童

生
徒
が
行
う
心
理
的
又
は
物
理
的

な
影
響
を
与
え
る
行
為
（
イ
ン
タ 

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も

の
も
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該

行
為
の
対
象
と
な
っ
た
児
童
生
徒

が
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い
る 

も
の
。
」
と
す
る
。
な
お
、
起
こ 

っ
た
場
所
は
学
校
の
内
外
を
問
わ 

な
い
。
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
校
に
お
い
て
は
、
年
間
二
回

の
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

 

第
一
回
目
の
い
じ
め
把
握
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
六
月
実
施
）
で
は
、

「
嫌
な
思
い
を
し
た
と
き
に
誰
に

相
談
し
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に

対
し
て
は
、
「
だ
れ
に
も
相
談
し

な
い
」
と
回
答
し
た
生
徒
は
一
割

に
満
た
ず
、
「
家
族
や
友
人
、
学

校
の
先
生
」
な
ど
に
相
談
す
る
な

ど
、
困
っ
た
と
き
に
一
人
で
抱
え

込
ま
な
い
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

学
校
と
し
て
は
、
日
頃
か
ら
生
徒

と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
大
切
に
し
、

生
徒
の
発
す
る
小
さ
な
サ
イ
ン
（ 

兆
候
）
を
見
逃
さ
ず
、
い
つ
で
も 

 

対
応
で
き
る
体
制
を
維
持
し
て
参
り

ま
す
。 

 

な
お
、
次
回
調
査
を
十
月
に
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
に

つ
き
ま
し
て
も
紙
面
に
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
日
高
高
校

の
教
育
活
動
に
対
し
て
、
ご
理
解
・

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 
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６
月
１
９
～
２
０
日
、
北
海
道

旭
川
東
高
等
学
校
・
北
海
道
旭
川

工
業
高
等
学
校
に
て
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
全
道
大
会
が
行
わ
れ
た

。 
 

北
海
道
旭
川
東
高
等
学
校
で
男

子
団
体
戦
・
個
人
戦
が
行
わ
れ
、

男
子
団
体
戦
は
１
回
戦
旭
川
工
業

高
校
と
対
戦
。
ダ
ブ
ル
ス
の
兵

動
・
齋
藤
ペ
ア
（
２
年
）
は
力
及

ば
ず
敗
戦
。
第
１
シ
ン
グ
ル
ス
・

宇
部
純
成
（
３
年
）
が
粘
り
を
見

せ
る
も
ス
ト
レ
ー
ト
負
け
を
喫
し
、

第
２
シ
ン
グ
ル
ス
・
谷
藤
飛
翔

（
３
年
）
は
第
１
セ
ッ
ト
途
中
で

打
ち
切
り
と
な
り
、
初
戦
で
敗
退 

し
た
。 

 

男
子
個
人
戦
に
は
、
兵
動
・
谷

藤
が
出
場
。
兵
動
は
初
戦
有
朋
高

校
の
選
手
と
対
戦
し
、
経
験
者
相

手
に
善
戦
す
る
も
敗
退
し
た
。
谷

藤
は
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
の

選
手
と
対
戦
し
、
得
意
の
ス
マ
ッ

シ
ュ
を
何
回
も
炸
裂
さ
せ
白
熱
し

た
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
が
、
最
後

ま
で
ミ
ス
が
響
き
初
戦
敗
退
と 

な
っ
た
。 

 

女
子
個
人
戦
に
は
、
矢
田
（
２

年
）
が
出
場
。
シ
ー
ド
枠
の
出
場

と
な
り
、
初
戦
を
勝
ち
あ
が
っ
た

江
別
高
校
の
選
手
と
対
戦
。
攻
め

の
姿
勢
が
光
っ
た
が
、
残
念
な
が 

ら
２
回
戦
敗
退
。 

 

今
後
は
、
新
部
長
を
中
心
に
、

さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
す
る
。 

（
文
責 

坂
本 

佳
子
・
西
村 

元
志
）  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
                       

 

６
月

19

日
（
土
）
・

20

日

（
日
）
の
二
日
間
、
滝
川
市
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
北
海
道
高

等
学
校
定
時
制
通
信
制
卓
球
大
会

が
行
わ
れ
た
。
日
高
高
校
卓
球
部

は
団
体
戦
で
１
９
９
８
年
以
来
、

23
年
ぶ
り
の
三
位
に
入
賞
し
た
。

な
お
、
個
人
戦
は
全
員
が
初
戦
敗

退
と
な
っ
た
。 

 

初
日
に
行
わ
れ
た
団
体
戦
。
戦

前
の
監
督
会
議
で
の
抽
選
の
結
果
、

監
督
の
強
運
に
よ
っ
て
「
一
勝
す

れ
ば
全
国
」
の
山
に
入
る
こ
と
が

で
き
た
。
初
戦
の
相
手
は
大
空
高

校
。
第
一
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
長
・

吉
田
（
三
年
）
は
３‐

０
で
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
。
第
２
シ
ン
グ
ル
ス

の
大
坪
（
一
年
）
は
強
敵
相
手
に

善
戦
す
る
も
、
１-

３
で
敗
れ
た
。 

ダ
ブ
ル
ス
は
、
初
心
者
コ
ン
ビ
な

が
ら
短
期
間
で
上
達
し
た
今
村 

 

六
月
一
九
日
（
土
）
、
旭
川
北

高
校
体
育
館
に
て
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
全
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
「
全
道
一
勝
！
」
。
個
々
の

選
手
が
こ
の
想
い
を
胸
に
函
館
工

業
高
校
に
挑
み
ま
し
た
。
第
一

ク
ォ
ー
タ
ー
は
何
と
か
同
点
に
抑

え
て
い
た
も
の
の
第
二
ク
ォ
ー

タ
ー
で
は
疲
れ
も
見
え
始
め
、
前

半
終
了
時
に
は
約
20
点
差
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
日

高
高
校
バ
ス
ケ
部
は
後
半
も
諦
め

る
こ
と
な
く
果
敢
に
攻
め
て
い
き
、

少
し
ず
つ
点
差
を
縮
め
最
終
ス
コ

ア
は
57
対
44
と
見
事
逆
転
勝
利
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
続
く

2
回
戦
は
札
幌
北
高
校
と
の
対
戦

で
し
た
が
、
力
及
ば
ず
41
対 

で 

敗
退
し
ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
部
長
・
角
田
、
副
部

長
・
矢
嶋
が
中
心
と
な
り
練
習
を

重
ね
、
来
年
の
定
通
体
連
で
は
今 

第15回こもれび祭は保護者の皆様、地域の皆様のご支援・ご協力により、無事終了致しました。ありがとうございました。 
なお、今年度のPTA研修会は10月30日（土）を予定しております。保護者の皆様のご参加をお待ちしております。 

年
以
上
の
成
績
を
期
待
し
た
い
と 

思
い
ま
す
。 （

文
責 

米
内
山 

大
輝
） 

（
二
年
）
・
下
條
（
一
年
）
の
ペ

ア
。
随
所
に
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ

た
も
の
の
、
大
空
高
校
の
ダ
ブ
ル

エ
ー
ス
を
前
に
０-

３
で
敗
北
。
最

後
の
望
み
を
癸
生
川
（
三
年
）
に

託
し
た
が
、
０-

３
で
敗
退
し
、
試

合
終
了
。
第
四
シ
ン
グ
ル
ス
の
石

川
が
１‐

１
と
接
戦
を
繰
り
広
げ

て
い
た
だ
け
に
、
悔
し
い
敗
戦
と

な
っ
た
。 

 

二
日
目
は
個
人
戦
。
石
川
、
癸

生
川
、
今
村
の
三
名
は
一
回
戦
か

ら
出
場
。
石
川
は
留
寿
都
高
校
の

選
手
相
手
に
１
セ
ッ
ト
を
取
っ
た

が
、
１-

３
で
敗
北
。
今
村
と
癸
生

川
は
格
上
相
手
に
粘
っ
た
が
、
い

ず
れ
も
０-

３
で
初
戦
敗
退
と
な
っ

た
。
シ
ー
ド
で
二
回
戦
か
ら
の
登

場
と
な
っ
た
𠮷
田
は
、
勝
て
ば
ベ

ス
ト
８
＝
全
国
出
場
と
い
う
一
戦

に
な
っ
た
。
し
か
し
相
手
の
変
則

的
な
ス
タ
イ
ル
に
苦
し
め
ら
れ
、

𠮷
田
本
来
の
強
い
打
球
で
攻
め
る

形
を
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
結

果
は
０-

３
に
終
わ
っ
た
。
一
・
二

年
生
は
来
年
、
念
願
の 

「
全
道
一

勝
」
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。 

 
 

（
文
責 

小
髙 

幹
雄
・
小
野 

慎
一
郎
） 
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